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常に患者さんの心に寄り添い

お一人おひとりの笑顔のために

最善の医療を提供する
さい

つね

ひ と り え がお

かん じゃ こころ よ そ

ぜん い りょう てい きょう



ぼく、ゆうくん5さい。

どうぶつがとってもだいすき

いちばんすきなどうぶつは、ゾウさん！

おはながながくてカッコイイんだ。
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にちようび、みんなでどうぶつえんに行く

やくそくをしているんだけど…

い
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やだやだ。

　　絶対行かない。

ゆうくん、はなみずでているね。

にちようびどうぶつえんに行けるように

びょういんに行く？

ぜっ たい い

い

い

5



なんとかびょういんに到着
とう ちゃく
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おはようございます。ゆうくん。

今日はどうしたのかな？

はなみず

止まらなくて。
と

きょう
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なにされるのかな？！

ドキドキ、ドキドキ
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ゆうくん、診察室にお入りください。
しん さつ しつ
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ゆうくん　はなみず出てるね　診察しようか。
しんで さつ
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まずはおみみの中をみてみるね。

おみみの中はバッチリ！きれいだよ。

がんばっているね！

なか

なか
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つぎはおはなの中もみてみるね。

おはなの中にバイキンさんがいたから、

おそうじするね。

ズズーッ

なか

なか

じょうずにできているよ！
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おしまい！

ゆうくん、がんばったね！

あれ？

もうおわったの？

おもった
より

こわくな
かった

かも…？
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次はおはながらくになる

もくもくしましょうね～

つぎ
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よくがんばったね。

ゆうくん。

ママ、何かすっきりした。

みんながおうえん

してくれたから

がんばってできたよ！

なに
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━ にちようび ━

おはなもなおって

どうぶつえんに

行けたよ。
い
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ゾウさんのおみみと、

おはなの中にもバイキンさんいるのかな？
なか
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この街、この地域に、笑顔と幸せが広がるように
おの耳鼻咽喉科院長　小野 智裕 （おの ともひろ）

私は掛川市横須賀で生まれ、この地域の人々や文化から多くの影響を受けて育ちました。

中学生の頃、地元の大切なお兄さん的存在を病気で亡くした経験をきっかけに「身近な

人の命と健康を守れる仕事がしたい」と医師を志すようになりました。

大学で基礎医学と臨床医学を学んだ後、昭和大学藤が丘病院に勤務しながら、大学院で

薬理学を専攻。舌がんとアレルギーに関する研究に携わりました。舌がん研究では、

がん細胞の転移メカニズムについて細胞レベルで解析し、転移を抑制する薬や成分を

研究。マクロ的視点とミクロ的視点の両面から病態を捉え、新たな視点で物事を見る

方法を身につけ、エビデンスに基づく根拠ある医療の重要性を学びました。

卒業後は、公立昭和病院、横浜労災病院など複数の中核病院で勤務し、がんや先天性疾患

の手術を数多く経験。特に小児の口唇口蓋裂治療では、家族の不安に寄り添いながら、

患児が健やかに成長できるようサポートする喜びを味わいました。

これらの経験から、医療は専門的な知識と技能だけでなく、人間性や思いやりの心が

欠かせないことを痛感しました。そして、一人ひとりの人生に寄り添う医療を実践したい

と願うようになりました。
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医師になって気づいたことがあります。それは、医師の役割は単に「病気を治す」だけ

でなく、「患者さん一人ひとりの人生をサポートする」ことが大切な仕事であるというこ

とです。病状の改善はもちろん大切ですが、病気はその人の人生の一部にすぎません。

私は患者さんの望む人生の実現に寄り添い、幸せになってもらうことこそが重要な医師

の仕事だと考えています。

残念ながら、すべての病気が完治するわけではありません。そんな時こそ、その方の日

常生活をサポートし、不安や苦痛に寄り添う存在でありたい。「この病院に来てよかった」

「これからもこの病院で診てもらいたい」そう思っていただける医療を提供することを目

指しています。

子どもの頃、私は身体が弱く、地元の開業医の先生に頻繁に診てもらっていました。

風邪をひいても、怪我をしても、いつでも相談に乗ってくれる存在でした。こうした経験

から、身近で相談しやすい病院が、地域には必要不可欠だと確信しています。地域医療

という仕事は、人生をかけるに値するやりがいのある仕事です。私もまだ道半ばですが、

今後も地域の人たちの健康を支え、心の拠り所となれるよう、日々研鑽を重ねて参ります。

この街、この地域に、笑顔と幸せの輪が広がるようにこれからも、同じ想いを共有

してくれる仲間と一緒に、患者さん一人ひとりの人生を全力でサポートしていきたい

と願っています。
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